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1.  調査に使用した座標値は、世界測地系（国土座標第Ⅵ系）に基づいている。水準点は T.P 値（東京湾平均海面値）

を使用し、本文中では「T.P」と略称している。

2.  地図は京都市都市計画局発行の 1:2,500「勧修寺」を使用し編集した。

3.  色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄、1994）を

使用した。

4.  遺構図は各図にスケールを掲載し、平面図は縮尺を 150 分の 1、断面図は縮尺を 100 分の 1、個別図は縮尺を

100 分の 1 で掲載している。一部図面については復元線を図示している。

5.  遺構名は土坑、溝、などと表記し、遺構の種類別に一連の通し番号を付加した。建物については遺構とは別の番

号を付加した。

6.  遺物実測図は各図にスケールを掲載し、原則として縮尺を 4 分の 1 とした。遺物の掲載番号は実測番号と同じ

にしている。

7.  遺物番号は各図ごとに通し番号を付加した。実測図・写真図版共に一致している。

8.  本書に収録した各資料の図は、本書の体裁に合わせて整えるためにそれぞれ拡大、縮小した。

9.  本書に収録した図資料などの引用、参考文献、索引は、第 2 章章末に【参考文献】として掲載した。
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第 1 図 調査地位置図

1

第 1 章 調査の経緯と経過

1. 調査に至る経緯

 調査地は京都市山科区椥辻番所ヶ口町 731-1,32-2、勧修寺東栗栖野町 77-5,77-6 番地に所在す

る。当地は西北から南東流する旧安祥寺川と東でほぼ南流する山科川の合流点の北側で両河川に

挟まれて両者の合流地点北側に広がる栗栖野丘陵上に展開する中臣遺跡内に位置している。

 令和元年 6 月に宅地造成の計画で京都市文化財保護課に届出が提出され、協議の結果、道路

部分の発掘調査を実施し、記録保存を図ることとなった。第 1 図に開発業者と京都市文化財保

護課で協議の結果、調査対象地となった部分を図示する。京都市文化財保護課が遺構の分布状況

を把握するための試掘調査を行ったところ、敷地内東西方向の道路部分においては遺構の分布が

希薄であったため、調査対象は図示した部分のみとなり、対象面積は約 175㎡となった。



写真 1 調査地前景（段丘崖か） 南東から

写真 2 機械掘削 北東から

写真 3 第 1 調査区段丘崖  上段下段 南東から
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2. 発掘調査の経過

調査区は宅地造成に伴う道路予定地内に設定した南北 5 ｍ×東西約 11.5 ｍの第 1 調査区と、

南北約 20 ｍ×東西 6 ｍの第 2 調査区の調査区を設定した。残土置き場は、対象地西側への導線

の関係上、第 1 調査区より重機掘削を開始した。ところが、2 ｍ掘り下げを実施した段階でも、

遺構面は確認できず、山科川に落ち込む河岸段丘の状況を想定し、約 2.5 ｍ掘り下げを行った段

階で、氾濫原と思われる砂礫層を確認した。また、用意した掘削用重機の活動限界を超えたこと

から、この面で重機掘削を終了し、人力での遺構検出に努めた。西側に向け遺構検出を進めたと

ころ、第 1 調査区西端に近いところで砂礫層の立ち上がりが確認できた。慎重に立ち上がりの

検出を進めた結果、褐色土層を確認したので、全体的に同層上面まで重機を入れて掘削を行い、

その後、人力で遺構検出を行ったところ、調査地内にて明確に遺構が確認された。

なお、第 2 調査区の南端は進入路確保のため、安全上当初の調査対象から外した。対象外とし

た部分は調査完了後、拡張区として、埋め戻し時に調査を行った。

3. 調査日誌抄

7 月 29 日
  敷地内整備し、調査範囲割り付けを実施。
  基準点水準点移動。
7 月 30 日
  重機掘削を第 1 調査区から実施する。

7 月 31 日
  調査区壁面整形、遺構検出河岸段丘崖面の検出
 と考えられる落込みを確認、可能な限り低位段丘 
  面の確認を行うが、掘削可能な深度の限界に近
 いことから落ち込み肩部の検出に努め、そこから 
  第 2 調査区の重機掘削に切り替えていく。
8 月 2 日
  【京都市検査立会い】

8 月 5 日
  第 1 調査区壁面整形、 壁面断面図、 調査区平面
 図作成、第 2 調査区遺構検出継続
  【京都市検査立会い】
8 月 6 日
  第 2 調査区遺構検出継続
8 月 8 日
  第 2 調査区遺構検出状況写真撮影



写真 5 第２調査区遺構検出状況 西から

写真 6 建物 3 検出状況 西から

写真 7 建物 3 掘り下げ状況 西から

写真 8 近隣向け現地説明会風景 南西から

写真 4 調査区全景 南東から
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8 月 9 日
  地元市民より、河岸段丘の検出状況について取
 材を受ける。
  【京都市検査立会い】
8 月 13 日
  検出遺構の掘り下げと不明瞭箇所の再検討。
  一部台風対策。
8 月 14 日
  台風対策。
8 月 19 日
  建物遺構の埋土掘り下げ。
8 月 24 日
  建物遺構の再検討、掘り下げ、 平面図、遺構断
 面図作成。
8 月 26 日
  建物遺構と切り合い遺構の掘り下げ、全景写真
 の撮影準備、清掃開始。
8 月 27 日
  建物遺構掘り下げ、全景写真撮影準備、全景写
 真撮影、雨天のため 3 方向より 35㎜カメラのみ
 で撮影。

8 月 28 日
  雨天のため調査中止。
8 月 29 日
  建物 1 から３掘り下げ完了写真撮影、第 2 調査
 区壁面断面写真撮影。
  遺構平面図作成。

8 月 30 日
  雨天のため調査中止。
8 月 31 日
  近隣向け現地説明会実施（参加者 27 名）。
  下層確認トレンチ掘り下げ、一部遺構掘り下げ
 実施。

9 月 2 日
  埋め戻し開始。第 2 調査区南端安全上調査を中
 止していた部分を拡張する。遺構検出後、遺構掘
 り下げ、写真撮影、実測図作成。
9 月 4 日
  埋め戻し完了。機材引き上げ完了。



第 2 図 山城国宇治郡と関連主要遺跡平面概念図
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第 2 章 位置と環境

1. 地理と歴史的環境

中臣遺跡の歴史的環境を理解する上で、古代において宇治郡域内の遺跡であるという視点から

宇治郡がおかれている山城と近江の国境、ひいては山城と近江の全体のなかでの宇治郡及び中臣

遺跡の歴史的位置付けを考える。

古代山城（山背）における宇治郡は、現在の行政区分でいう京都市山科区北半から同伏見区東

端部、及び宇治川河口からほぼ宇治川ラインの宇治市北東半部を一つにまとめた郡域を有してい

た。古代においては山科の小盆地全域から、巨椋池の北東までとなる。山科盆地と宇治川河口以

北の巨椋池東北沿岸部を一つの郡域として括ったのか、興味ある古代の行政単位ではある。古代

日本の律令国家の国郡レベルの行政単位の設定にあたっては、地理的単位に対する配慮はもちろ

んあるようだが、古墳時代以来の地域勢力分断あるいは分割的にする目的の線引き、逆に地域勢

力の版図を一括容認する方向での線引きがあるように見られる。小さい単位だが宇治郡の例は後

者であったと見てよいと考える。理由は古代から中世の遺跡、墳墓群展開や藤原系氏族の屋敷、

別荘、寺院などの郡域内への広がりのあり様に見出せる。



第 3 図 山科区・伏見区東端部・宇治市関連主要遺跡略位位置図
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中臣氏との直接的関連を、根拠をもって理解を示せる遺跡はないが、山科盆地の中央西半に中

臣町という地名が残る地区を中心として名称の付された、かなり広大な中臣遺跡が設定されてい

る。中臣遺跡は弥生時代以前の遺跡も大きく重なるが、6 世紀後半～ 8 あるいは 9 世紀とされて

いる古墳時代後期後半～古代の中臣十三塚古墳と集落遺跡の既調査成果が、遺跡の盛期をよく示

している。中臣遺跡はこの時代の遺跡だけにおいても、山科盆地最大の集落である。さらに時期

を同じくする古墳群は、遺跡の北東の東山山地の山科側斜面頂部近くで 30 基以上の古墳からな

る旭山古墳群、またほぼ同時期の 20 数基からなる古墳群が遺跡西方の高塚山山麓で醍醐古墳群

として調査されている。古墳時代最末期（飛鳥時代後半）頃 7 世紀後葉には、天智（天皇）陵

古墳が、盆地北辺部の御陵御廟野町の地に造営されている。天智天皇は、山科盆地から谷筋でつ

ながる現在の滋賀県大津市の北半部の琵琶湖西岸の地に大津宮を営んでおり、そこで 671 年に

没している。天智陵古墳の西側隣地の日ノ岡は、中臣（藤原）鎌足の邸宅の推定地の一つである。

鎌足の邸宅また初期の墓（大阪三島地域へ移す前の墓）に関しては、中臣遺跡及びその南側近く

の勧修寺付近が最も有力と考えられるが、京都の考古学者の今後の課題である。さらに宇治郡の

南部、巨椋池の山科川河口以南、宇治川河口以北の巨椋池北東辺の岸部地帯から山裾の地域を見

ると、現在の宇治市北東部地区には木幡の宇治陵群を中心にした古墳時代後期から古代にかけ

て、連綿と形成の続いた一大古墳群及び古墓群が形成されている。墳墓の総数は 320 基以上と

の説もあり、墓域も御蔵山西南麓で 9 万㎡とみられる非常に大規模な遺跡である。平安時代に

入り、円墳も含む古墓は皇后となっていた女性の墓と藤原房前以来の藤原氏北家の氏⾧者の墓が

中心であり、現在は御陵として宮内庁の管理墓である宇治陵とされているものが数十基に及んで

いる。この木幡を中心とする古墓群は、藤原氏の一大墓所であることは多言を要しないが、中臣

氏との関連については文献的にも考古学的にも調査が少なく言及は難しい。しかし、宇治郡内の

中臣遺跡を中心とする集落址の成立と展開とは、木幡の古墳群の成立と古墓群への連続性は時代

的にほぼ重なっており、中臣の地名が中臣氏の歴史的存在を示しているとすれば、藤原氏の古墓

群に連続する若干先行した前方後円墳を含む終末期の群集墳が、中臣氏と直接関連した墓址群と

考えることは十分に可能である。また若干加えておくと、木幡の古墓群と関する藤原氏の古墓は、

山科盆地の勧修寺や小野、醍醐、安祥寺でも確認されており、密度差はあるが宇治郡域全体に広

がっていると見てよいだろう。しかし、考古学は物証を前提として立論すべき学問であり、結論

を述べるのはここでは控えておく。可能性は低いが、調査の少しでもの進展を待ちたい。しかし、

古墳以外に古墓群まで加えると、宇治郡しいては山城にとどまらずこの時代においては全国的に

も屈指の大墳墓遺跡であり、現行政境を越えた研究が不可欠と考えられる。



第 4 図 中臣遺跡概要図
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2. 既往の調査

（1）中臣遺跡の既往調査概括

中臣遺跡は、山科盆地を南端部となる現在の宇治市市街地の北部付近までと捉えると、袋状に

広がる盆地北半部の南西部付近に位置する。遺跡の敷地範囲は、西側を旧安祥寺川、東側を山科

川に挟まれて、両河川が合流する地点を南端とした南北約 1.3㎞、東西約 0.8㎞に及ぶ、北辺が

広がる三角形状を呈する。全体では、約 50 万㎡以上の広大な平面規模を有した大遺跡である。

遺跡は地形的には盆地低地部に立地しているが、東西は両河川に開析された小谷地形である。遺

跡内は北部中央付近が高く、東西に緩く傾斜し、南へも下がる、谷地形に挟まれた小丘陵的地形

を呈している。各時代の遺跡は、この低い小丘陵地形上に展開している。

遺跡内の土地利用の歴史は、2 万 5 千年程前と推定されている旧石器時代に既に始まっている。

この旧石器時代以降の縄文時代晩期から弥生時代前期・中期の、盆地全体の中でも古く位置付け

られる遺構・遺物が、遺跡の北東部の山科川両岸地域における、中臣遺跡 23 次・73 次・74 次

調査によって確認されている。続く弥生時代中期の遺跡は、先の 23 次調査地において方形周溝

墓群の一端が確認されているが、同中期から後期にまで幅を見ておく必要がある方形周溝墓群

は、今回の調査地の近接地域となる

遺跡の西辺中央あたりでも確認され

るようになる。このように墓地群は

発見されているが、住居址的遺構が

ほとんど発見されていない点は注意

を要する。墓地群の近接地に住居址

を中心とする集落が並存している例

は、全国的には少なくない。今後検

討が必要な課題である。

弥生時代後期から古墳時代初め頃

の竪穴住居址（群）は、遺跡内のほ

ぼ全域の調査地で確認出来る。局所

的には空閑地も多く存在しているで

あろうが、全域が一大集落遺跡を呈

するのか、十分な検討が必要な程の

盛況を呈するようである。しかし、

古墳時代中期頃には、集落址は急速

に縮小するようである。同中期後半

頃には集落地に代わり、遺跡南東部

の 79 次調査地では小型の方墳群が
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確認されるだけとなる。

古墳時代も後期から末期（飛鳥時代）、さらに続く古代初め頃にかけては、遺跡全域が再び大

きな盛期を迎えたと言える。遺跡中央部付近には、中臣十三塚とされた古墳群が形成され、遺跡

の全域で隅丸方形の竪穴住居址が展開していたと見られる程に、各調査で住居址が確認されるよ

うになっている。既存の土器の年代観では、古墳時代後期（6 世紀）～古墳時代末期の 7 世紀そ

れも前半頃までに、盛期の比重がおかれているような理解が示されているが、土器編年観を妥当

に修正してみると、6 世紀末以降、古墳時代末期（古代初め頃）となる 7 世紀～ 8 世紀初頭頃に、

集落遺跡の大きな盛期があったと理解される。古墳時代最末期（7 世紀後半・飛鳥時代後半）か

ら古代初め頃（7 世紀末～ 8 世紀前半）には竪穴住居址に加えて、遺跡南部の 16 次やその北西

方向の 44 次の調査地などから、宮殿クラスを含む掘立柱建物址が確認されるようになる。古墳

時代最末期頃（7 世紀後半）には、土地利用の質的変化も加わるようである。しかし、奈良時代

以降には、遺跡は急速に衰退するようにも見えるが、盆地全域に拡散すると見るのが妥当だろう。

古代律令国家の成立により、国家耕作地の条里的整備、集落の移動など、国家主導の地域社会の

再編が進む結果と考えられる。しかし、古墳時代後半から古代、さらに中世への遺跡の変化（歴

史）に関しては、本質的にはそれ以前も同様であるが、89 次までの調査成果の総合的整理・研

究を加えた上で、理解を深める必要がある将来に積み残された大きな課題であると考えている。

（2）調査地付近の調査事例

現調査地周辺は、北側隣接地の京都市営勧修寺第 2 市営住宅建設に伴う調査で、79 次調査が

平成 11 年度に、西側隣接地では府道拡幅に伴う調査で、77 次調査が平成 10 年度に、東側隣接

地では区画整理事業に伴う調査で、16 次調査が昭和 53 年度に実施されている。第 5 図に 16 次、

79 次調査地の遺構分布状況を掲載する。当該地は栗栖野丘陵の先端付近で、勧修小学校付近を

丘陵先端部付近の最高所にして、緩やかに南東方向に傾斜している。周辺の調査では 79 次調査

北西よりが最も高く、報告では高位段丘とされている。順に東に向かって、中位段丘、低位段丘

が確認されている。確認された遺構は古墳の封土が削り取られた状況で確認されたものや、竪

穴、掘立柱の建物が多数確認されている。また、低位段丘にあたる 16 次調査では三面に庇がつ

く大型の掘立柱建物が確認されている。現調査地は周辺の状況より、第 2 調査区が中位段丘面に、

第 1 調査区が低位段丘面にあたると考えられる。

現調査地と 79 次調査地との遺構の類似性は古墳の周溝と考えられる溝や、北向きに主軸を持

つ掘立柱建物や、同時期の竪穴建物となるが、比較すると、規模・企画性の面で 79 次で確認し

ている遺構群と同一の分布範囲に収まるものという印象が強い。



第 5 図 調査地近辺地の既往調査地位置図（1/1,500）
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第 6 図 基本層序概念図
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第 3 章 調査成果

1. 基本層序

（１）遺構面概要

今回の調査は東西方向の調査区を 1 区とし、その西端から 90 度に折れて南に延びる 2 区とし

た南北トレンチ調査区からなる。第 1 調査区西辺部では東面する段丘崖を検出している。この

段丘崖より東側は比高差 1.5m 程にもなる低位面も確認しているが、検出面が狭小なため、遺構

は検出できなかった。西側の南北トレンチの 2 区ではほぼ全体に段丘崖より上の上位面が検出

される。段丘崖は自然堆積土層（いわゆる地山である I 層）で形成されている。I 層上面には地

山の塊が混じる整地層と見ている G 層が平坦に堆積しており、上面では古墳時代後期から古代

初頃の遺構群を検出している。なお、第 2 調査区の南東部では南西から東北へ延びる東面する

河岸段丘崖面の西肩の一部を検出している。北北東へ延びて第 1 調査区西辺部の段丘崖へ続き、

さらに北へ延びるものと見てよいだろう。

（２）基本層序

下の概念図上では A 層～ I 層と表示している堆積土層は大きくは、2 群に分けてまとめられる。



第 7 図 調査区土層断面図
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第 8 図 遺構平面図
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1 群は第 1 調査区中心に認められる段丘崖から低位面を埋める東側へ下る B・C 層とした。埋土

土層群である。この調査地における段丘の段差補正は、近代以降に行われ、現状に近い状態になっ

たのは現代に近い時期と思われる。これらの土層にかぶる A 層とした表土層群はアスファルト

片や採石を含む現代の整地土層群である。

第 2 群は主に第 2 調査区の段丘上位面に形成された整地土層や耕作土層である。D 層は近代、

E層は近世後期～近代の宅地関連の整地土層と見ている。F層は古代から近世前半の頃の幅を持っ

た耕作土層と見ている。I 層は自然堆積の無遺物層と見ている。いわゆる地山である。I 層下部

では礫砂の混じる率が高くなる、山科川河岸段丘堆積土と見られる。



第 9 図 建物１ 平・断面図
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2. 遺構

遺構は南北トレンチの第 2 調査区で検出し、検出面は北端が最も高く、南側に向けて緩やか

に下る。また、河岸段丘低位面へ落ち込む第 1 調査区に向けても傾斜する。第 7 図の調査区土

層断面注記 25 層は建物４の南側、座標 X ＝ -114424 ライン付近より緩やかに下っており、この

地形の変化を解消するための整地土層と考えるのが妥当だと見ている。これらの整地を行ったあ

と、建物２・３が掘り込まれるものと考える。建物２・３が廃絶したのち建物１が建てられるま

では耕作化した土地利用になるものと見ている。

遺構は中臣遺跡最盛期である古墳時代後期～ 8 世紀の建物 2・3・4 以外には江戸期と見られ

る建物１溝１、を確認している。また、先述のように段丘崖の段差解消のための埋め立ても江戸

期に始まっている。概観的にみると、上記のような遺構が確認されているが、以下に主要な遺構

について詳述したい。

建物１ 第２調査区南半で確認した礎石立の建物である。調査区内で礎石を確認したのは２カ

所だけで、建物としての全体像がつかみにくい。柱穴の底部に礎石を据えるタイプである。確認

した２カ所の柱間は礎石芯々間で 1.97m 程

を測り、京間とみてよいだろう。このことか

ら第 8 図に京間で南北方向の母屋を復元し

た。想定した位置にはそれぞれ、ごく浅い落

ち込みがみとめられるが、重機掘削時や遺構

面清掃時に礎石の検出は認められなかったこ

とから、調査当初南側に展開するものと考え

たが、柱間があわないことから、北側へ展開

していたであろう礎石はすでに削徐されてし

まったものと考え、図のような展開で広がる

河岸段丘崖段差補正埋土上面にのる、江戸時

代後期以降の建物とみておきたい。

建物２ 第 2 調査区北半で確認した建物は

2 間× 2 間の掘立柱建物とみている。調査区

内での検出は南北 2 間、東西 1 間であったが、

周囲に同等の掘方を有する柱穴が存在しない

ので東方以外への展開を想定することは困難

であるが、東方の調査区外への展開は周辺の

調査状況に見建物跡の状況から見て 2 間× 2

間で考えるのが最も妥当ではないかと考えて

おり、中心にも柱あたりを持つ最小の総柱建



第 10 図 建物２ 平・断面図 第 11 図 建物３ 平・断面図
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物とみている。柱間は 1.5m を測り、柱あたりの直径は 20 ～ 25㎝を測る。1 カ所東西方向での

半裁も実施したが、端の斜め方向の落とし込みは確認できなかった。柱の底は砂礫層にまで及ん

でいる。検出した深さで 50㎝とそれほど深くないが、中臣遺跡には比較的類例の多い小さな高

床の倉庫であろうと見ている。

建物３ 第 2 調査区南半で西側の半分強を検出したと見ている掘立柱建物である。調査区内で

は 2 間、東西 1 間分しか確認できていないが、残存する段丘崖肩等との関係からも建物 2 と同

じように東方へ大きく展開する事は考え難く、建物２と同様に 2 間× 2 間の総柱建物と考える

のが妥当と思われる。この建物の柱間は東西方向が約 1.9m、南北方向が 1.4m 程をを測り、不規

則だが、小規模な建物であり、構造上大きな問題はないだろう。建物 2 と同様小型の高床の倉

庫とみておく。なお、この建物の北側に柱穴に似た土抗状の遺構が存在するが、断面観察の結果、

柱穴とは認められなかった。



第 12 図 建物４ 平・断面図

1 6

建物４ 第２調査区北端で確認した隅丸方形の竪穴建物址で、上部はかなり後世の削平を受け

ているようであり、床面近くあるいは達している撹乱的掘り込みもあり、遺存状態は良好とは言

えない状態ではあったが、建物の東壁、南壁の一部及び残存していた壁溝は一部確認している。

結果的に南東角近くに位置する柱穴を検出することが出来た。検出した状況からは、隅丸方形の

竪穴住居の東と南の 2 辺の側壁の一部と南東の隅を検出したものと理解される。東壁と南東の

柱穴の位置関係等からは 5 ｍを超える側壁規模を有する竪穴住居址と推定する。これは中臣遺

跡において最も普遍的にみられる規模と形状であり、北側の 79 次の既大規模調査地でもよく似

た規模の隅丸方形の竪穴住居址が多数調査されている。竪穴住居址が構成する大規模集落は丘陵

南辺部へも確実に広がっていたようである。

建物２・３・４の関係 北側の 79 次の既調査地の成果も踏まえると小型の総柱建物は、ほぼ同

時期（古墳時代末期・飛鳥時代）に竪穴住居址と併存していたものと考えられる。この時代性

と位置関係からは建物 2 は建物 4 に伴う小型の高床倉庫と見ることも可能と考えられる。建物 3

と関連する竪穴住居址は調査区外の西側近接地に存在している可能性が高いと考えている。

溝２ 溝２は第 2 調査区北半中央で、北東から南西方向に折れており、溝状を呈する。幅 1.5m

前後、深さは遺構面から 40㎝程度を測っている。今回の調査地北側の 79 次調査地では、高位段

丘、中位段丘面に主に方形の溝を巡らす、小規模な古墳周溝が確認されている。第 13 図には 1

辺 10m ほどの古墳周溝とした場合の復元状況を示したが、ここでは 79 次調査でみられた周溝内

の一括土器埋納や主体部痕跡などは見られなかった。しかし段丘上位面に形成された小方形古墳

の周溝残欠との見方を持って周辺調査の進展を待って検討していきたい。 



第 13 図 溝２ 平・断面図
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第 4 章 遺 物

 

 今回の調査においては、少量の縄文土器片、古墳時代初頭頃までの時間軸を持って見るべ

き弥生時代後期を主体とした一定量の弥生土器片、7 世紀～ 8 世紀前半頃の古墳時代末期（飛

鳥時代）から古代前期の奈良時代初め頃の時間軸には収まる土器群が出土している。他に近

世後期から近現代の遺物も出土しているが、機械掘削中の出土が中心であり、量も少なく文

章で触れるにとどめる。縄文土器はほぼ同一地点からではあるが、新しい時期の古代の包含

層への混入遺物としている。1 点は小片ながら外面に押形文が確認でき、早期の尖り底の深鉢

と考えられる。他の 1 点は文様を持った部分ではないが、胎土色調等の共通性からもう 1 点

と同時期の深鉢の体部下部の個体と判断しうる。

 弥生土器と報告している土器片及び共伴的出土状況を呈する甕や壷体部片等は遺構面直上

及びそれより上層の包含層及び古墳時代末期以降の遺構内堆積土への混入品として出土して

いるものが大半を占め、同期の遺構からの出土品は見られなかった。しかし受口状口縁部は

図化可能なものを確認できなかったが、山城北部から近江南部に共通するススのついたハケ

目甕体底部片を中心にミニチュアまで含んでバリュエーションのある壷鉢類も一定量が出土

した。包含層等からの出土ではあるが、比較的残りのよいものも含まれており、遺跡エリア

内からの出土品との印象が強い。なお、時代幅に関しては土器様相は山城北部から近江南部

Ⅴ様式に通じるものが主体である点から弥生時代後期からⅤ様式的土器様相が強く残る古墳

時代初頭頃までの幅を持っておきたい。

 古墳時代末期（7 世紀・飛鳥時代）頃を中心とする遺物は土師器・須恵器を中心とする。土

師器は山城から近江南部で通有に出土する受け口の⾧胴甕と丸底の小甕片が中心である。

 他に食器類は大和南部で坏 C とされているもののローカルな類品が主のようだが、胎土も

異なる内面に放射・連弧あるいは斜放射の暗文のある坏・皿が含まれていた点は注目される。

土師器全体としては、古墳時代末期 (7 世紀 ) から奈良時代初め頃までの時間幅に収まる。須

恵器は畿内系（陶邑系）のものが中心であり、坏 H 蓋、身、坏 G 蓋、身。坏、壺、甕片等が

見られる。時代幅的には古墳時代最末期の 7 世紀半ば頃から奈良時代初めの 8 世紀初頭には

収まるものが主である。土師器との共伴関係に齟齬はなく、共伴出土してよいだろう。この

時期の土師器と須恵器も包含層や遺構からの混入出土品が多いが、建物 2 又は建物３の柱穴

内や竪穴住居である建物４の遺構内からも出土している。出土量的にも遺跡の盛期の一つが、

７世紀後半期～８世紀初頭にあることを示す遺物であると言える。以下では、図版等掲載し

た遺物の個別説明を記す。

 第 14 図は縄文土器片とした 2 点である。1 は体部外面に密に押型系の小さな米粒状の文様

を施す。深鉢の体部片である。文様を含めた類品が奈良県山辺郡山添村久川の遺跡から出土

しており、押形文の一種であり縄文時代早期を代表するものとされている。この類品は口縁



第 14 図 縄文土器 実測図
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1 9

部が大きくラッパ状に開き

体部は円筒状で外面に密に

爪形文を施す。底部はいわ

ゆる尖り底である。今回の

小片も同様の深鉢の体部片

であり年代も同様ととみて

よ いだろう。2 は 文様 は見

られないが、褐色的色調や

胎土等から 1 と同様で同時

期の縄文土器深鉢の体部下

部付近の破片と見ている。

  第 15 図 は 弥 生 土 器 片 を

ま とめ て 掲 載し た。1・2・

3 は広口、 直口の壺片であ

り、ハケ目調整が基本であ

り、3 は外面に ヘ ラミ ガキ

が確認できる。1・2 は器表

面の残りが悪く確認できな

かったが、両者共に本来は

ヘラミガキを加えているも

の と 推 測 さ れ る。4・5・6

は壺あるいは甕の底部の平

底 片である。7 も 甕の 平底

片であるが、高台状の台が

付き、近江以東の東海の特

徴 を持って い る。8 は ミニ

チュアの鉢である。内外面

共に粗いハケ目調整で仕上

げ としてい る。9 は小 振り

の台付鉢である。ヘラミガ

キは見られず、ハケ目仕上

げとしている。各器形とも山城北部から近江南部の諸遺跡から出土している、畿内弥生Ⅴ様

式に位置づけられている土器片に類例が多く見いだせる。時代幅は弥生時代後期～古墳時代

初頭と見ている。

 第 16 図は古墳時代後期～古代初頭 (7 世紀半ば以降～ 8 世紀初頭 ) の土師器（1 ～ 7）、須



第 16 図 土師器・須恵器 実測図
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恵器（8 ～ 16）をまとめて掲載した。12 は坏 H 蓋、8 は坏 H 身、10・14 はローカルな坏 A、

13 は坏 G 蓋、17 は坏 B 身である。これらの中では 17 の坏 B 身が 7 世紀末～ 8 世紀初頭と見

ておく。15 はかなり小型化が進んだ短頸壺であり、7 世紀後葉～ 8 世紀初頭頃と見てよいだ

ろう。16 は台付坏の脚であり、6 世紀末～ 7 世紀の幅には収まる。3 は小振りの甕の口縁で

あり、11 は中型甕の体部片であり、外面は平行タタキ、内面は青海波タタキの当て具痕が付

く。すべて畿内 ( 陶邑 ) 系の須恵器であり、7 世紀中葉～ 8 世紀初頭頃に収まる。5 は埦 C の

ローカル類品、2 は坏 C のローカル類品であり、7 世紀末～ 8 世紀前半ば頃のものとみるか。

6 は斜放射の暗文や外面にヘラミガキが認められる坏 A である。7 は内面に放射暗文と連弧状

暗文が確認できる皿 A である。6・7 は 7 世紀末～ 8 世紀初め頃の内に位置づけられる。1・4

は受け口状の口縁を持つ⾧胴甕の口縁部である。両者とも口縁部内面にハケ目痕が認められ

る。受け口状口縁部の形式的特徴は山城から近江南半に一般的によくみられる両地域で共通

する⾧胴甕の口縁部の特徴を有している。3 の小型甕は、先の両地域において受け口状口縁の

⾧胴甕との共伴例が一般的に認められる。両者ともに 7 世紀後半～ 8 世紀初頭の時間幅に位

置づけて問題ないだろう。
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第 5 章 まとめ

   今回の調査地は、中臣遺跡内で実施された最も平面規模の大きな（約 1 万㎡程）既調査である

中臣 79 次調査地での南東隣地で小規模（175㎡程）調査であった。しかし、調査地東辺を南北

に走り東へ落ちる河岸段丘崖を検出し、西部の2区では主に断丘崖の上位面、東側の1区では1.5m

以上の比高差を持つ、東の現山科川方向へ下る下位面の一部を検出することが出来た。遺構は、

主に段丘崖の上位面上で検出している。

 弥生時代の関連資料は、新しい時期の遺構や包含層に混入する形で出土した土器類が主であ

り、遺構は確認出来なかった。弥生土器類では、壺・甕・鉢類等が中心であり、山科盆地を含む

京都盆地東北部から滋賀県の南半部の琵琶湖周辺の低地部に広く展開している、弥生Ⅴ様式（～

Ⅵ様式）に位置付けられる型式特徴を持つものが主体であった。出土状況は、混入品的であった

が比較的残りの良いものも含まれており、大きな移動は受けていないようである。今は削平され、

消失したものも多いようだが、上位面に形成されていた弥生時代後期から古墳時代初頭の遺構に

関連するものと見ている。

 古墳時代前期後半から中期の遺構・遺物は検出出来なかったが、中臣遺跡の弥生時代後期に次

ぐ盛期である古墳時代後期から古代初め頃の、遺構・遺物は一定量検出することが出来た。この

時期の遺構は一周約 10 ｍ程かと推定される小型方墳の周溝残欠かとも見られる L 字形溝 ( 状 )

遺構、竪穴式住居址（建物 4）の南東の 2 辺 1 角及び 1 柱穴、小倉庫と見ている 2 間× 2 間の

小型の総柱建物（建物 2・3）などである。今回の調査地だけでは、集落の一角を成すことしか

言えないが、北側の中臣 79 次調査地では、類似するこの時期の竪穴住居址や関連するだろう総

柱の小建物が全面に展開している。今回の調査成果は、大規模集落が当調査地を含んだ南東地域

にまで、さらに広がっていた事を示している。東側の段丘崖の下位面の既調査地でも、この時期

の建物を主とした遺構が広がっていた事が明らかになっている。時期は限定的のようだが、かな

り大規模な集落址であり、中臣氏・藤原氏を考えていく上でも、まとめた形での整理研究が望ま

れる。

 今回の調査において、出土した土師器・須恵器は、中臣遺跡が 7 世紀第 3 四半期から同第 4

四半期頃に盛期があった事をよく示す遺物類であると見てよいだろう。7 世紀半ば頃から 7 世紀

末の畿内の土師器・須恵器の既存の土器編年は現状研究が下火であり、検討の余地がある。この

ような既編年にとらわれず、ゆったりとした論理的に整合的理解を持ってみれば中臣遺跡の最盛

期が中臣鎌足の活躍していた 7 世紀後半代に中心があると理解出来る。古墳時代末期から古代

初頃がこのように見られても、弥生時代後期から古墳時代初頭と、この古墳時代末期から古代初

頭を中心とする２～ 3 世紀も離れた短期間の 2 時期にしか盛期をもたない中臣遺跡の特性を明

らかにし得ない。山科盆地内でもこの中臣遺跡だけだろう、不連続に重なった遺跡の関係性をぜ

ひ理解したいところである。
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1

2. 調査前風景（河岸段丘崖） 南東から

1. 調査前風景 南西から
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3. 調査区全景（第１調査区西半～第２調査区） 北東から
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4. 第２調査区南半・遺構検出状況 北東から 

5. 第２調査区北半・遺構検出状況 南東から
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7. 第２調査区全景 北から

6. 第２調査区全景 南東から
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8. 建物２・土層堆積状況 北西から

9. 建物２・完掘状況 西から
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10. 第２調査区南半・遺構掘り下げ状況 北東から

11. 建物３・土層堆積状況 北西から
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15. 第２調査区南半・遺構掘り下げ状況 北西から

12. 建物３・土層堆積状況 北西から

13. 土坑２・土層堆積状況 南から 14. 建物１・掘り下げ状況 南西から
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16. 建物４・土層堆積状況 北東から

17. 建物４・掘り下げ状況 北東から
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18. 建物３・完掘状況 北東から

20. 調査区南壁・土層堆積状況 北から

19. 第２調査区拡張区・調査状況 北東から

21. 第２調査区拡張区・遺構土層堆積状況 東から

22. 調査区南壁・土層堆積状況 北から
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23. 調査区西壁・南端土層堆積状況 東から

25. 調査区西壁、中央北半・土層堆積状況 東から

24. 調査区西壁、中央南半・土層堆積状況 東から

26. 調査区西壁・北端土層堆積状況 南東から

28. 第２調査区北壁・土層堆積状況（東へ落ちる河岸段丘、東面崖西肩） 南から

27. 第２調査区北壁・土層堆積状況 南から



11

29. 第１調査区北壁・土層堆積状況（東へ落ちる河岸段丘、東面崖西肩） 南東から

31. 第２調査区南壁・東半土層堆積状況（東へ落ちる河岸段丘、東面崖西肩） 北から

30. 第１調査区南壁・西半土層堆積状況（東へ落ちる河岸段丘、東面崖西肩） 北東から
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中臣遺跡 京都市山科区勧修寺東

栗
 

栖野町、椥辻番所ヶ

口町

26110 632 34 度
58 分
10 秒

135 度
48 分
19 秒

2019 年
7月 29日

～
2019 年
9 月 4 日

175㎡ 宅地造成
    

  

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特 記 事 項

中臣遺跡 集落跡 古墳時代
後期

飛鳥時代

古代前半

近世以降

河岸段丘崖

古墳周溝
残欠か

竪穴建物、

掘立建物、

土坑、溝

礎石建物、
溝

須恵器・坏蓋・甕・土師器
甕（⾧胴か）

要 約
調査地は山科川の河岸段丘上に立地する遺跡で、古墳時代後期から8 世紀の竪穴住居址や掘立柱建物
が確認されたが、周辺の調査状況からは段丘崖上位面から展開してくる同時期の集落跡の一連の広が
りの中でとらえられるものである。
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